
 

  

 

 

令和７年度 
 

 

 

「運営に関する計画」 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪市立宮原小学校 

 

令和７年４月 



- 1 - 

 

令和７年度 大阪市立宮原小学校 学校運営方針 

 

学校教育目標 

一人一人の子どものよさを見つめ、可能性を引き出す教育の推進 

 

  めざす子ども像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

  教科指導重点目標 

〇語彙を豊かにする指導を通して、自分の思いや考えを豊かに形成し、考えを深める指導 

の充実を図る 

〇日常の事象を数理的に捉え、見通しをもち筋道を立てて考察する力、数学的に考えるこ 

とや数理的な処理のよさに気付き、生活や学習に活用しようとする態度を育てる 

〇自分の考えを伝え、相手の考えも受け入れながら、よりよい集団づくりをめざす 

 

 

 

≪ 育てたい資質・能力 ～主体的・対話的で深い学びをめざして～ ≫ 
求め続ける 

・問題を把握する力 事象をよく見つめ、探求する価値のある問題を見出すことができる 

・解決の構想をする力 解決の方法や手順を考えながら、適切な計画をたてることができる 

 

創り上げる 

・分析的に思考し判断する力 事実や根拠をもとに多角的に思考し、判断することができる 

・学びを振り返る力 問題や方法、結果を吟味し、自身が獲得した学びを実感することができる 

 

共に生きる 

・共感する力 自己や他者の考えや行動を比較し、自分らしさや他者の様々な考えや行動を 

認め、受け止めることができる 

・学びや生活に生かす力 学んだことを学習や生活に生かそうとすることができる 

・情報を適切に活用する力 情報の危険を察知し、適切な行動をとることができる。 

自他ともに大切に、明るく前向きに学ぶ子 

・自分の思いや相手の願いを大切にし、良い

方向へと前向きに行動できる子 

相手の気持ちを思いやり、優しくできる子  

・人の困りごとに気づいて助けたり、自

分が困ったときにも SOS を伝えたり

できる子 

めあてをもって、粘り強く取り組む子 

・学びへの関心・意欲を強くもち、目標

を立てて、自分から粘り強く取り組む

子 
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（様式１） 

大阪市立宮原小学校 令和７年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

  

１ 学校運営の中期目標 

現状と課題 

〇学級・学年・学校経営の安定と維持 

＜校訓＞ 

あかるく 

やさしく 

 たくましく 

＜学校教育目標＞ 

一人一人の子どものよ

さを見つめ、可能性を引

き出す教育の推進 

＜めざす子ども像＞ 

〇 自他ともに大切に、明るく前向きに学ぶ

子  

〇 相手の気持ちを思いやり、優しくできる

子 

〇 めあてをもって、粘り強く取り組む子 

〇保護者・地域とのよりよい連携 

・保護者に対して、日々の連絡帳やミマモルメ、学校ホームページなどをとおして情報提供を丁

寧に行い、保護者とともに子どもの成長を喜び合える関係を積み上げていく。 

・地域に対して、朝の登校見守りへの感謝や、地域の行事への児童の参加、学校行事への理解お

よび支援について、毎月定期的に情報共有を実施し開かれた学校運営に努める。 

【一人一人の子どもの実態に応じた学力向上への取り組み】 

令和６年度の大阪市小学校学力経年調査では、令和 5 年度に引き続き全学年全教科について市

平均正答率を超えている。全国学力状況調査の結果も、すべての領域において全国平均を超えて

いる。 

今年度は、国語科において「読む」に焦点を当てた研究を、全教育活動で取り入れて実施して

いく。授業の中で話し合い活動を取り入れている結果が出ているものの、自分の考えを発表する

ことに苦手意識を持っている児童が多い傾向があるため、「話す・聞く」に焦点を当てた研究も、

引き続き全教育活動で取り入れていく。 

子どもたちの学校生活は、落ち着いた環境のもと取り組むことができている。今後も日々の学

校での学習において、さらに分かりやすい指導方法や、学習内容のさらなる定着を目指し、「授業

が好き」になるよう、主体的に学ぶことのできる授業の工夫をしていく。 

【道徳心・社会性の育成】 

 集団生活の規律を守る態度の育成に関する取り組みを続け、あいさつをすることやルール・マ

ナーを守る意識は引き継がれている。昨年度に継続して、地域や関係各所との連携を維持・発展

させ、開かれた学校づくりにつなげていく。 

また、「いじめ・問題行動・不登校・児童虐待」の対応としては、組織的対応・即時解決に努め、

関係機関との連携を図りながら実施している。不登校傾向の児童については、児童理解のあり方

や情報共有の機会を充実させ、未然に防止できるよう教師と児童、児童相互の関係性の質の向上

を目指していく取り組んでいく。また区役所子育て支援室ＳＳＷや、こども相談センターなどと

も連携していく。 

【健康・体力を保持増進する力の育成】 

日常的に手洗いうがいの励行や、給食後の歯磨きを行うことでこれらの習慣化を図っている。

また、早寝早起きの生活習慣の確立や毎日の食の指導を通して、健康な体づくりへの意識を高め

させていく。特に睡眠については家庭との連携が不可欠であるため、家庭への啓発も行っていく。 

体育の時間以外に運動する時間がとりにくいことから、運動場や体育館で運動できるように場

所と時間を調整するとともに、短時間で運動量が確保できるように内容を工夫していく。 

【危機管理におけるメディアリテラシー】 

 大規模災害がいつ発生するかわからない現状において、緊急時や事後において、冷静に正確な

情報伝達を行い、非常時でも自他を思いやるコミュニケーションができる学校をめざす。オンラ

イン児童集会、教職員の緊急時接続テストの実施やメディアリテラシーの育成を促進し、情報モ

ラルの指導において、共通した認識で児童理解に対応できるようにしていく。 
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中期目標 

【安全・安心な教育の推進】 

中期① 令和７年度の全国学力・学習状況調査の「いじめは、どんな理由であってもいけないこ

とだと思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を９０％以上にす

る。 

中期② 令和７年度の小学校学力経年調査の「学校のきまりを守っている」に対して肯定的に

回答する児童の割合を９２％以上にする。 

中期③ 令和７年度の全国学力・学習状況調査の「自分にはよいところがあると思いますか」の項

目について、肯定的に答える児童の割合を７７％以上にする。 

 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

中期① 令和７年度の小学校学力経年調査における正答率が市平均より７割以下の児童を、い

ずれの学年も令和３年度(３年１３.４%、４年４.６%、５年９.５%、６年７.３%)より１ポイント

減少させる。 

中期② 令和７年度の小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じ

て、自分の考えを深めたり、広げたりすることができている」の項目について、最も肯定的に

答える児童の割合を３５％以上にする。 

中期③ 令和７年度の児童アンケートにおける健康生活に関するアンケート（運動、給食、睡

眠）で肯定的回答をする児童の割合を令和３年度（運動：７８.３％、給食：８８.９％、睡眠：

７２.５％）より増加させる。 

 

【学びを支える教育環境の充実】 

中期① 令和７年度末の校内調査の「日々の授業の中で学習者用端末を活用して、学習をして

いる」の項目について「ほぼ毎日」と答える児童の割合を８０％以上にする。 

中期② 第２期「学校における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限に関す

る基準１を満たす教職員の割合を、令和７年度末に５６.４％にする。 

中期③ 令和７年度の小学校学力経年調査の「読書は好きですか」の項目について、肯定的に答え

る児童の割合を７６.５％以上にする。 

中期④ 令和７年度末の保護者アンケートの「学校は保護者との連携がうまくとれている」の項目

について肯定的に答える保護者の割合を令和３年度(７９.２％)より３ポイント増加させる。 
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２ 中期目標の達成に向けた年度目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【安全・安心な教育の推進】 

①小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由であってもいけないことだと思いま

すか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を８５％以上にする。 

②年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。 

③年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。 

④小学校学力経年調査における「学校のきまりを守っていますか」の項目について、肯定的

回答をする児童の割合を９０％以上にする。 

⑤小学校学力経年調査における「自分にはよいところがあると思いますか」の項目について、

肯定的に答える児童の割合を、８０％以上にする。 

 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

①小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを

深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答す

る児童の割合を４０％以上にする。 

②小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団におい

て経年的に比較し、いずれの学年も前年度より０．１ポイント向上させる。 

③児童アンケートにおける健康生活に関する内容（運動、給食、睡眠）で肯定的に回答する

児童の割合を前年度（運動：７９.３％、睡眠：７５.８％）より増加させる。給食について

は８５％以上の維持を目指す。 

④小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好き

ですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を７０％以上にする。 

 

【学びを支える教育環境の充実】 

①授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数を、年間授業日の５０％

以上にする。（ただし、事務局が定める学校行事等のＩＣＴ活用が適さない日数を除く。） 

②第２期「学校における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限に関する基

準１※を満たす教職員の割合を８４．２％以上にする。 

  ※基準１ 次の２点の基準を満たすこと 

・１か月の時間外勤務時間が４５時間を超えない 

   ・１年間の時間外勤務時間が３６０時間を超えない 

③児童アンケートにおける「本をよく読んでいる」の項目について、肯定的に答える児童の

割合を７５％以上にする。 
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３ 本年度の自己評価結果の総括 
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 (様式２) 

大阪市立宮原小学校 令和６年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【安全・安心な教育の推進】 

①小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由であってもいけないことだと思

いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を８５％以上にする。 

②年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。 

③年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。 

④小学校学力経年調査における「学校のきまりを守っていますか」の項目について、肯

定的回答をする児童の割合を９０％以上にする。 

⑤小学校学力経年調査における「自分にはよいところがあると思いますか」の項目につ

いて、肯定的に答える児童の割合を、８０％以上にする。 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進 捗

状況 

取組内容①【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】 

 いじめの早期発見・解消のために、いじめに関する年間計画（道徳指導・いじめにつ

いて考える日・いじめアンケートなど）を作成し、計画に従い実践する。また、いじめ

や暴力行為、不登校に関する組織的対応を協議したり、生活指導上の諸課題について共

通理解したりするための連絡会を定期的に行う。 

 
指標 

・いじめアンケートを学期ごとに年３回実施し、認知したいじめ事案については１００％

拾い上げ、解決を目指す。 

・職員会議後に毎回、児童理解研修会を行い、不登校児童の実態を確認し、改善に努め

る。 

・児童アンケートにおける「命や人権の大切さについて考え、いやがらせや暴言、暴力

などしていない」の項目について肯定的に回答する児童の割合を９２％以上にする。 

取組内容②【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】 

 安全な学校生活を送るためのきまりが守れるように、生活指導部を中心に啓発活動を

行う。 

 
指標 

・児童アンケートにおける「学校のきまりを守っている」の項目について肯定的に回答

する児童の割合を９２％以上にする。 

・規範意識を高める「宮原小学校 学校安心ルール」「学校生活のきまり」「外遊びのき

まり」を共有し、学校生活に関する指導を学年学級で取り組む。 

取組内容③【基本的な方向２ 豊かな心の育成】 

 児童の発達段階に合わせた体験活動（総合的な学習の時間、泊を伴う体験を含む学校

行事、学級活動、児童会活動等）、異学年児童の交流を図る体験活動の充実により、児童

の自己肯定感の向上を目指す。  
指標 

・児童アンケートにおける「自分にはよいところがあると思う」の項目について肯定的

に回答する児童の割合を８０％以上にする。 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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・つながりを意識できる活動、感情に関する理解を深める活動を学級学年単位で行う。

（総合的な学習の時間、泊を伴う体験を含む学校行事、学級活動、児童会活動等。） 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

後期への改善点 
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(様式２) 

大阪市立宮原小学校 令和７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

①小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考え

を深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回

答する児童の割合を４０％以上にする。 

②小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団に

おいて経年的に比較し、いずれの学年も前年度より０．１ポイント向上させる。 

③児童アンケートにおける健康生活に関する内容（運動、給食、睡眠）で肯定的に回答す

る児童の割合を前年度（運動：７９.３％、睡眠：７５.８％）より増加させる。給食につ

いては８５％以上の維持を目指す。 

④小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは

好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を７０％以上にする。 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の増加】 

 全教育活動で、子ども一人一人が参加し、主体的で対話的、深い学びのできる授業を工

夫する。 

 
指標 

・全員参加型の研究授業・研究討議会を年３回実施する。またその他の研究授業や校内研

修を充実させていく。 

・児童アンケートにおける「授業では、考えを発表したり友だちと話し合ったりしている」

の項目について、肯定的に答える児童の割合を８０％以上にする。 

取組内容②【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の増加】 

 読み・書き・計算などの基礎的・基本的な知識・技能を着実に身に付けさせるとともに、

家庭学習も含めた学習習慣の定着を図る。 

 指標 

・宮原タイムの時間を活用して、漢字・視写・計算のいずれかを毎週１回以上行う。 

・児童アンケートにおける「家で、宿題のほかに学習（自学ノートなど）をしている。」の

項目について肯定的に回答する児童の割合を７５％以上にする。 

取組内容③【基本的な方向５ 健やかなる体の育成】 

 保健指導やほけんだより、掲示物、委員会での啓発や、学校保健委員会、健康強調週間

を実施することで、適正な生活習慣を身につけるようにする。また、栄養を取ることの大

切さを給食だよりや食に関する指導を通して知らせることで、給食を残さず食べられるよ

うにする。  

指標 

・養護教諭と学級担任が連携して、健康教育に関する授業を全学級で年１回以上行う。 

・年２回の健康強調週間で各項目の自分の生活を振り返る。  

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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取組内容④【基本的な方向５ 健やかなる体の育成】 

学級指導や全体指導のなかで外遊びの啓発を行い、体育の授業等で体を動かし、体力の

向上に努める。また、かけ足・なわとび週間を実施することで、体力を向上できるように

する。全学年、新体力テストを春と秋に２回測定する。  
指標 

・児童アンケートにおける「外で遊んだり、すすんで運動したりしている」の項目につい

て肯定的に回答する児童の割合を前年度より向上させる。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

後期への改善点 
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(様式２) 

大阪市立宮原小学校 令和７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【学びを支える教育環境の充実】 

①授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数を、年間授業日の５０％

以上にする。（ただし、事務局が定める学校行事等のＩＣＴ活用が適さない日数を除く。） 

②第２期「学校における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限に関する基

準１※を満たす教職員の割合を９０％以上にする。 

  ※基準１ 次の２点の基準を満たすこと 

・１か月の時間外勤務時間が４５時間を超えない 

   ・１年間の時間外勤務時間が３６０時間を超えない 

③児童アンケートにおける「本を読むのは好きですか」の項目について、肯定的に答える児

童の割合を６９．６％以上にする。 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進 捗

状況 

取組内容①【基本的な方向６ 教育ＤＸ（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）】 

 子どもの興味・関心を高めるために、一人一台端末を積極的に活用していく。 

 指標 

・学校活動の中でほぼ毎日、一人一台端末などのＩＣＴ機器を効果的に活用していく。 

・ＩＣＴ機器を使用した活用方法を研修や掲示物等で共有する。 

取組内容②【基本的な方向７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

 会議や研修を精選し、時間外勤務時間の縮小や時間休暇、年次有給休暇を取得しやすい

職場環境を構築していく。 
 

指標 

・ゆとりの日については月３回以上設定する。 

・学校閉庁日については、夏季休業中は３日以上、冬季休業中は１日以上設定する。 

取組内容③【基本的な方向８ 生涯学習の支援】 

 読書に関わる活動や読書を通して、本に親しむ児童を育成する。 

 
指標 

・朝の読書タイムや読み語りボランティアとの連携を図り、年間を通して読書活動を充実

させたり、読書週間や読書ノートを活用し目標をたてたりして読書に親しみ、児童アンケ

ートにおける「本を読むのは好きですか」の項目について、肯定的に回答する児童の割合

を前年度（６９．６％）より増加させる。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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後期への改善点 

 

 

 


